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高等学校におけるスペイン語学習が育むもの
－インタビュー調査の結果から－ 
 
齋藤 華子・高畠 理恵 
 
Resumen: 
Aportaciones de la enseñanza del español en la educación secundaria 
- conclusiones de las entrevistas realizadas a estudiantes japoneses - 
El objetivo de la enseñanza de lenguas extranjeras en los institutos japoneses 
es, no solamente dotar a los estudiantes de capacidad lingüística, sino también 
hacerles reconocer la cultura relacionada con la lengua estudiada. En este sentido, 
aprender idiomas extranjeros distintos del inglés tendrá una gran significación 
para que los jóvenes conozcan diversas culturas. Para saber más concretamente 
sobre este tema, hemos hecho una entrevista individual a estudiantes que cursaron 
la asignatura de lengua española en el instituto y les hemos preguntado qué 
aprendieron y qué influencia ejerció la clase de español en su punto de vista sobre 
el mundo en general. 
El análisis de los comentarios de los estudiantes nos ha sugerido una 
transición en su manera de pensar: adquirir nuevos conocimientos de una lengua 
extranjera en el aula, notar el español o la cultura hispánica fuera del aula, llegar a 
ser consciente de haber ampliado su visión del mundo, y darse cuenta de que es 
muy importante saber la lengua de su interlocutor para acortar la distancia entre 
ellos al comunicarse. Este resultado indica que el aprendizaje de español puede 
cultivar una actitud para tener respeto a la diversidad cultural. Es decir, 
consideramos que la enseñanza de español en los institutos servirá para consolidar 
la base de la competencia intercultural. 
 
 
61
言語教育研究 第 10 号 
 
要 旨： 
高等学校における外国語の授業では、言語能力の育成のみならず、言語と結びつ
いた多様な文化を理解し、受け入れる力を育てることも重要であり、そのためにも
英語以外の外国語学習の役目は大きいと考える。そこで実際に、高等学校でスペイ
ン語を学んだ生徒たちが、スペイン語の授業を通して何を学んだと感じ、どのよう
な意識の変化を体験したのか、個別の聞き取り調査を実施して調べることとした。 
スペイン語を学んだ生徒たちのコメントを分析した結果、授業でスペイン語とい
う新たな知識を得たことで、日常でもスペイン語・スペイン語圏の事柄が際立つよ
うになり、自分の視野の広がりを自覚し、また他者との距離を縮めるためには相手
の言語を知ろうとする姿勢が大切であると認識するようになる一連の流れが見え
てきた。高等学校でのスペイン語学習経験を通して、異文化間能力の基盤となる、
多様性の価値を認める態度が育まれていると考える。 
 
キーワード： 
高等学校 スペイン語教育 異文化間能力 
 
 
１．はじめに 
 高等学校（以下、高校）における外国語の授業では、言語能力の向上だ
けではなく、言語に結びつく多様な文化を理解し受け入れる力を育てるこ
とも重要であると考える。英語という一言語にとどまらず、英語以外の言
語を学ぶことが、その際大きな役目を果たすのではないだろうか。たとえ
ば山下(2017)は、韓国朝鮮語を学んだ高校生の感想を紹介しているが、その
中には「韓国という一番近い国を足がかりに、世界に目を向けるようにな
った。（山下 2017:20）」との、世界観の広がりを示す経験が語られている。 
英語以外の外国語を学ぶ高校生の意識については、長谷川(2016)が大規模
に調べている。英語のみを学ぶ高校生と英語以外の外国語を学ぶ高校生を
対象に、英語等の外国語の学習動機や学習に対する考え等について 21 の質
問文を用意、「当てはまる」から「まったく当てはまらない」までの 5 件法
で回答を求め、英語のみを学ぶ高校生と、英語以外の外国語を学ぶ高校生
の回答結果を比較している。質問項目の一つ「○語を学ぶことで、○語が
使われている国・地域への理解が深まった」に対する回答結果を見てみる
と、英語以外の外国語を学ぶ高校生の方が、英語のみを学ぶ者よりも、肯
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定的回答の割合が高い。この結果を受け長谷川は、「外国語学習の目的とし
て異文化理解が重要だとされるにも関わらず、文化の扱いが曖昧になって
いるのは、英語教育における限界といえるのかもしれない。これに対し、
英語以外の外国語の場合は学習者にとっても当該言語と文化の結びつきが
明確に意識されやすく、教える側も言語と文化を結びつけて指導している
ということが表れているものと思われる。（長谷川 2016:197）」と述べてい
る。英語学習グループと、英語以外グループの肯定的回答割合を比較する
ことで、高校生にとって、英語以外の外国語を学ぶことが、言語につなが
る文化を意識させる体験となっていることを示している。ただしこの調査
からは、実際に生徒たち自身が、どのようにその言語を話す国や地域への
理解を深めたと感じているのか、またどのような場面で言語と文化の結び
つきを意識したのか、といった具体的な情報は得ることができない。 
そこで、高校でスペイン語という言語を英語に加えて学んだ経験を持つ
学習者たちに個別に聞き取り調査をおこない、高校でのスペイン語学習が
具体的にどのような意識の変化を彼らにもたらしたのか、調べてみること
にした。 
 
２．高等学校におけるスペイン語教育について 
本調査は、高校でスペイン語を学んだ学習者を対象としているため、ま
ず、高校スペイン語教育の現状を簡単に紹介したい。高校スペイン語教育
については、後藤ら(2010)に詳しい。調査対象となった高校のスペイン語
科目設置の時期、設置の理由、設定しているレベル、履修条件、受講者数
等を調べているが、1 年次あるいは初級レベル科目を設置している高校の
うち、47％の高校が選択必修科目として、44％が自由選択科目としてスペ
イン語の授業を実施していた。つまり高校では初級の段階から、大学受験
に結びつくとは考えにくいスペイン語を、大半の生徒が自ら選んで履修し
ているということになる。一方担当教員については、この調査時において、
その 8 割近くが非常勤教員であった。 
多くの非常勤教員に支えられ、授業の進め方も内容も担当者の裁量に任
されていること、また高校生に適した教科書が不足していることも含め、
近年、高校スペイン語教育の課題が指摘され始めている（アスティゲタ
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2012；青砥 2017）。しかしながら、あえてその利点に目を向ければ、大学
受験を目標にすることも通常なく、多くの生徒たちが自ら選択して学べる
外国語であるという自由さは、必ず学ばなければならない英語とは異なる
影響を履修者に与えているのではないだろうか。 
 
３．調査 
3.1. 調査対象者 
 英語とは異なる新たな言語を学ぶことが、高校生たちにどのような意識
の変化をもたらすのかを調べるため、都内の高校でスペイン語を選択科目
として 1 年または 2 年間学習した、合計 12 名を対象に調査をおこなった
（表 1 参照）。対象者は全員同じ高校で、週に 100 分、年間約 25 回前後、
日本人教員と ALT の 2 名体制で行われる授業を受けてきた。12 名中 3 名
を除いて、履修期間は 1 年である。5 名 (A〜E) は調査時点で高校 3 年生、
7 名 (F〜L) はすでにその高校を卒業していた。また短期語学プログラム
により高校在学中に数週間、英語圏またはスペイン語圏へ渡航した生徒や、
長期（9 か月間）の留学経験者もいた。 
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表 1 調査対象者 
 
 
3.2. 質問内容と調査方法 
 高校でのスペイン語学習が生徒たちの意識にどのような影響を与えた
のかを調べるため、長谷川(2016)が調査で用いた質問のうち、「当該言語
学習の手ごたえ」「当該言語学習の効果」「英語以外の外国語の学習に対す
る考え」「英語学習に対する考え」という 4 つの観点を尋ねる質問文を参
考にして、表 2 のとおりの質問項目を用意した。それぞれの質問文が自分
にとってどの程度当てはまるか、当てはまらないかを考えながら、その理
由を述べてもらった。つまり、質問をきっかけとして対象者の考えを聞き
取り、得られたコメントを検証していくやり方をとった。回答する際、比
較対象がある方が答えやすいと考え、英語とスペイン語を対比させて尋ね
ていくことにした。 
 
 
 学年 履修学年 海外滞在経験 
A 高校 3 年生 高校 2 年次 無  
B 高校 3 年生 高校 2 年次 無  
C 高校 3 年生 高校 2 年次 有 （短期: 英語圏 / スペイン語圏） 
D 高校 3 年生 高校 2 年次 有 （長期: 英語圏） 
E 高校 3 年生 高校 2 年次 有 （短期: 英語圏 / スペイン語圏） 
F 卒業生 高校 2 年、3 年次 有 （短期: 英語圏） 
G 卒業生 高校 2 年、3 年次 無  
H 卒業生 高校 2 年、3 年次 有 （短期: 英語圏） 
I 卒業生 高校 2 年次 有 （短期: 英語圏） 
J 卒業生 高校 2 年次 有 （短期: 英語圏） 
K 卒業生 高校 2 年次 無  
L 卒業生 高校 2 年次 有 （短期: 英語圏） 
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表 2 質問内容（Cf. 長谷川, 2016:192） 
 
 2017 年 12 月から 2018 年 1 月にかけて、質問項目順に約 1 時間程度、
個別にインタビューを行い、その内容を録音し文字に起こした。対象者に
は、調査記録や回答は、研究調査のためだけに使用し、個人の私的な情報
を公開することは一切ないことを断ったうえで協力してもらった。 
｛1. 英語 / 2. スペイン語｝の勉強は難しかった。 
｛3. 英語 / 4. スペイン語｝の勉強は楽しかった。 
｛5. 英語 / 6. スペイン語｝を学ぶことで、世界がより広がったと思う。 
  7. 英語を学ぶことで、英語が使われている国・地域への理解が深まった。
  8. スペイン語を学ぶことで、スペイン語が使われている国・地域への理
解が深まった。 
  9. 英語を学ぶことで、英語圏の文化や人々に対して親しみを感じるよう
になった。 
  10. スペイン語を学ぶことで、スペイン語圏の文化や人々に対して親しみ
を感じるようになった。 
｛11. 英語 / 12. スペイン語｝を学ぶことで、自分とは異なるさまざまな文
化をもっと知りたいと思うようになった。 
｛13. 英語 / 14. スペイン語｝を学ぶことで、日本語や日本文化に対する理
解も深まった。 
｛15. 英語 / 16. スペイン語｝を学んでおけば将来役に立つと思う。 
  17. 英語が話されていない国に出かけるときにも、英語が理解できれば十
分だと思う。 
  18. 英語が話されていない国に出かけるときには、その国の言葉を学ぶ必
要があると思う。 
  19. 世界共通語は英語なので、自分も英語を勉強しておかないと後で困る
と思う。 
  20. あらゆるひとが最低限、英語だけは話せるようになるべきだと思う。
  21. スペイン語を学んだけれど、実際には英語だけ学べば十分だと思う。
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４．結果 
 高校でのスペイン語学習経験を通して、生徒が何を学んだと考え、それ
がどのように学習者の意識に影響を与えているのか、聞き取り内容を分析
していった。調査対象者のコメントを、関連する話題ごとにまとめていき、
見出しをつけていった結果、4 つの要素に分類することができた。それぞ
れの要素にあてはまる実際のコメント1とともに、以下まとめていく。（以
下、書き起こしたコメントをイタリック体で記す。必要な場合、筆者が文
言をかっこで補足している。アルファベットは調査対象者を、算用数字は、
そのコメントが得られた質問項目を指す。） 
 
4.1. 新たな知識を得たという新鮮な喜び 
 ここでは授業を通して、新たな知識を得たことによる喜びが語られてい
る。 
 
◇ 授業を通して新しい知識を得たという楽しさ 
(1) 新しいこと、みんなが知らないことなのでとても新鮮だった。[B.4.] 
(2) イメージがなかったので、全てが新鮮でした。[I.12.] 
 
◇ 「スペイン語 ≠ スペイン」に対する驚き 
(3) スペインでしか使われていないと思っていたからたくさん使われて
いて驚いた。[A.8.] 
(4) スペインの国の中で話されている言葉って違うじゃないですか。カ
タルーニャとか。地域によって言葉違うんだって思って。スペイン
だからスペイン語ってわけじゃないんだ、って思った。 [D.16.] 
                                                  
1 本稿では、高校におけるスペイン語の授業が影響を与えたと考えられるコメン
ト、また各質問に対して、なぜそのように感じるのかという具体的理由が述べら
れている回答を紹介している。そのため、各対象者のコメント掲載数には偏りが
見られている。たとえば今回の結果の中には L のコメントは紹介されていないが、
L から本稿の分類結果に合致しない意見が出ていたわけではなく、分析した質問
項目に対して、具体的理由が述べられていなかったことによるものである。L は
大学進学後もスペイン語を選択し、本調査時にはスペインに留学中であった。 
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(5) こんなにスペイン語圏って多いんだ。[E.4.] 
 
◇ スペイン語のみならずスペイン語圏文化との出会い 
(6) でもスペイン語圏によっても文化の違いや、スペイン語の違いや、方
言じゃないけど、があったりして、そういうのを授業で教えてくれた
りして、メキシコはこうなんだよ、とか、[…] 知るのも楽しくて。[E.4.] 
(7) 英語の授業だと英語圏のことしか触れられないじゃないですか。でも
スペイン語圏ではこういうのがあると知れて、なるほど、と思った。
[F.6.] 
 
◇ スペイン語という言語に対する新しい発見 
(8) 私はあなたが好きだ、っていうのとか 2。順序が英語とは違くて、面
白かった。[G.4.] 
(9) なんか覚えているのは、パエリアの発音の時に、発音について地域差
があると言っていた。[K.8.] 
 
多くの生徒たちは授業を通して、スペインだけではなく、中南米やアメ
リカ国内でも多くの話者がいることを知り、その驚きを語っている。さら
に言語学習を通して、スペイン語圏の文化との出会いを感じている。その
ほか、それまで知らなかったスペイン国内の言語の多様性、スペイン語と
英語の文法構造の違いやスペイン語の地域差の存在を知り、新鮮な喜びを
得ていることが分かる。 
 
4.2. スペイン語・スペイン語圏への気づき 
 授業でスペイン語に触れ、スペイン語が話されている国についても意識
するようになった結果、授業外、つまり日常にあるスペイン語やスペイン
語圏の事柄に反応を示すようになる。 
 
                                                  
2 「～が好きだ」と言う場合、英語では like を用いて「～を好む」と表現するが、
スペイン語では好きな物事が主語になり、gustar「気に入る」という動詞を用いて
表現する。その表現方法の違いに対するコメントである。 
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◇ スペイン語への気づき 
(10) スマホケースを見ていた時に、スペイン語“Hola”が書いてあって面白
かった。[A.10.] 
(11) これなんかスペイン語の授業で見たな〜、って思ったり。CM とかで
“Hola”とか言っていると、「あ〜、スペイン語だな」と思う。 [B.10.] 
(12) けっこうテレビとかでも聞こえると、「あ〜、スペイン語、話している」
って感動するっていうか。[C.10.] 
(13) スペインの友達と最近だとインスタとかで […] そのコメント欄にス
ペイン人なんで、スペイン語でバーっと書いてあるんですよ。その中
にやっぱり自分が見たことがある単語があると「あ〜っ!」と思ったり
したんで、繋がりがあって楽しかった。[D.4.] 
(14) 前は見えても単なるカタカナだったのに、「あ〜、スペイン語じゃん！
この意味知ってる！」ってなった。[E.10.] 
(15) バイト先に外国人の観光客が来た時に、[…] 会話が聞こえるじゃない
ですか。あっこれスペイン語だ〜、って思って。[G.10.] 
(16) 電車にいて、スペイン語っぽいものが聞こえた時に、聞いてしまう。
「あれ？スペイン語かな？」って。今でも話している人がいると聞い
てしまう。[K.10.] 
 
 学習前は単なるカタカナや外国語の一つであったものが、授業を通して、
スペイン語という言語が際立って見えるようになり、親しみを感じている。 
 
◇ スペイン語圏への気づき 
(17) 「この料理スペインの料理だったんだ」、と思ったり。[B.10.] 
(18) 実際にスペイン人と日本で会うという機会はなかったけど、そういう
意味では実感する機会はあまりなかったけど、テレビなどでスペイン
が出たら、あ〜、スペインだなって思ったりするし、そういう意味で
は、若干、身近には感じるようになった。[D.10.] 
(19) 中南米とかの話を聞くと、「あっ」と振り向いたりとか。スペインと聞
くと「おっ！」となったりするようになって。 [J.6.] 
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 また言語のみならず、スペイン語を話す国々に対しても関心が向くよう
になっている。 
 
4.3. スペイン語圏への視野の広がり 
 ここでは海外滞在経験が影響しているコメントも見られるため、英語圏
滞在経験あり、スペイン語圏滞在経験あり、海外滞在経験なしの 3 つに分
けて考えてみたい。 
 
◇ 英語圏滞在経験あり 
(20) それまで自分は英語圏のアメリカとかイギリスなどの二つの文化しか
見ていなかった。スペイン語を学ぶことにより、[…] スペイン語を話
す地域はもちろん、他の国もいろんな良さがあって、いろんな文化が
あるんだなということを知れた。これも世界、視野が広がった。[H.6.] 
(21) 今まではスペイン語を話せないから、[…] スペイン語圏の人々はそん
なに視野になかった人々だった。スペイン語を学ぶことで、[…] スペ
イン語を話す人と会話してみたいと思うようになったので、前に比べ
てみたら、親しみを感じるようになった。[H.10.] 
 
 スペイン語の学習を始める前は、滞在経験もある英語圏にしか目が向い
ていなかったと感じているが、スペイン語の学習を通じて、スペイン語を
話す地域にも目が向き、英語とはまた違う文化をスペイン語圏に見出して
いる。それまで視野に入らなかったスペイン語を話す人々への関心にもつ
ながっている。 
 
◇ スペイン語圏滞在経験あり 
(22) スペインに行った時に英語が通じなかった。[…] 日本もそうだし、そ
の国にはその国の言語があって、だからその国の言語があったとして
も、英語でいけば乗り切れるというのはなんか違うなと思った。実感
した。[E.17.] 
(23) 英語は話している人口が多いから、やっぱり話せて当たり前な感じに
なって行くと思うし。それ (英語) プラススペイン語を学ぶことで、
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なんか英語圏以外の人とも話せるし、なんていうんだ、人と関わる幅
が広がる。[C.16.] 
(24) でも初めてヨーロッパに行って、これがヨーロッパの文化なんだとか、
と知れて。今まではアメリカの中の多文化だったけど、もっとちゃん
と世界に出てこれたなっていうか。本当に今違う文化に触れているん
だなって実感が湧いて。でそれで他のスペインじゃないヨーロッパ圏
ではどうなんだろう？って思ったりした。[E.12.] 
 
 スペイン滞在を通して、英語以外の言語の価値を体験している。日本と
アメリカ以外のスペインでの滞在経験を通して、自分にとって新しい文化
を意識するようになる。そして、スペイン以外のヨーロッパの国への視野
の広がりも見られる。 
 
◇ 海外滞在経験なし 
(25) 英語の時よりももう一つ言語が増えて、よりそっちの地域にも目がい
くようになったので、英語の時よりも広がったと思う。[G.6.] 
(26) 今まで日本語と英語の二つしかみてこなかったんですけど、スペイン
語を勉強してみて、スペイン語ではこういう、なんか、文化があって、
こういう表現をするんだ、みたいなという新しい発見があったので、
[…]。[G.4.] 
(27) 英語だったら、英語と日本語だけみたいなって感じだったけど、スペ
イン語を入れると視野が広くなって。やっぱ英語を話している人たち
とは違う、スペイン語を話している人たちの文化があって、[…] それ
はすごい面白いなって思うし、気になった。だからいろんな文化に触
れてみたいと思うようになった。[G.12.] 
(28) スペイン語を学ぶまでは、英語圏、アメリカ、オーストラリアなど、
その地域にしか目がいかなかった。でも学んでからは、南米とか、ヨ
ーロッパの方にも目がいくようになった。こういう、英語を使ってい
る国ではなくて、他の言語を使っている地域があるということも知れ
たし、やっぱ、文化とかも知れた。これから先、世界に出ることがあ
った時、他の人よりかは理解できるかな、と思う。[G.8.] 
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 G は海外渡航経験がないため、高校の授業を通した率直な感想として捉
えることが可能である。日本語と英語という世界観が、三つ目の言語であ
るスペイン語を学んだことで、より広がっていることを自覚している。さ
らに、「世界に出るとき、他の英語しか勉強していない人と比べたら理解
できるのではないか」というコメントでは、自分自身の成長に気がついて
いる。 
 
4.4. スペイン語圏の人々への敬意 
 英語を媒介するのではなく、相手の母語を利用することに意義を感じて
いるコメントをまとめる。これも海外滞在経験が影響している部分がある
ため、英語圏、スペイン語圏への滞在経験があるコメントと滞在経験がな
いコメントを分けて考えてみたい。 
 
◇ 英語圏滞在経験あり 
(29) もう一つの言語を話せたら、そっちの言語の人と親交を深めることが
できるから。 [D.21.] 
(30) さらにスペイン語とか喋れると、スペインの方とかも喜んでくれるか
な、と思う。[F.15.] 
(31) やっぱり英語圏以外の人も日本に来るわけだし。世界といっても英語
が第二の言語みたくなっているけど、やっぱり色々な国があるわけだ
し。その中でスペイン語とか話せたら相手も受け取り方が違って来る
のかな？と思う。[H.16.] 
(32) 英語だけでことが足りる場面は多いと思う。でもやっぱりそれぞれの
言語にはそれぞれの特徴がある。[…] やっぱ海外の人と英語を話すと
きは、代理の言葉を持ってきて話してる感じがするじゃないですか。
でもそうではなくて、例えば相手がスペイン人であれば、相手の国に
合わせて、スペイン語を持っていった方がより慣れ親しめる気がする。
[…] 相手への印象も良くなるし、[…]。 [H.21.] 
 
相手の言語を使うことにより、親交を深めることができると考えている。
72
高等学校におけるスペイン語学習が育むもの 
－インタビュー調査の結果から－ 
 
また、自分が受け入れられるためには、代理の言語である英語ではなくて、
相手の言葉を学ぶことが大切であると考えている。 
 
◇ スペイン語圏滞在経験あり 
(33) (スペイン語を) きちんと話せなくても、聞いてくれて、意味を取って
くれた。それをしたことで、自分のスペイン語の理解も深まったし、
相手も私の言語を話してくれようとしているという信頼感が生まれた
と思う。頑張って話そうとしてくれてありがとうね、と言ってくれた。
そこから、スペイン語を話すことは重要だと感じた。[E.18.] 
 
スペイン語圏での滞在経験から、相手の言葉を使うことが信頼関係を深め
るということを実感している。 
 
(34) 将来はホテル系で働きたいから、その時にスペイン語圏とかいろいろ
な国を知っておくことで、なんか対応とかも変わると思うから、知っ
ておきたいな、って思う。[C.12.] 
 
個人的な親交を深める目的でなくても、社会に出て相手の言語に敬意を
払うことは重要であると述べている。 
 
◇ 海外滞在経験なし 
(35) そのグループの人たちがスペイン語で話していて、スペイン語話して
る〜って思って。より親近感じゃないけど、それで最後に gracias って
言ってみたりして、ほんの少しだけど交流ができたので、ちょっと親
しみを感じました。[G.10.] 
(36) より多くの世界の人、スペイン語を話す人と会話ができていい発見が
あると思う。[…] ものの見方とか。いろんな国の人とふれあいたいっ
て思っていて。（スペイン語圏の人とは）スペイン語を話せたほうが会
話が進むし、相手を深く知れるんじゃないかな？って思う。[G.16.] 
(37) （スペイン語を話せたら）その国の文化やその国の人たちとより親し
くなれると思っているので。やっぱスペイン語圏の人と仲良くなるた
73
言語教育研究 第 10 号 
 
めにはスペイン語を学んだほうがより距離が近くなれると思う。
[G.21.] 
 
海外滞在経験はなくても授業を通して、スペイン語に触れることにより、
相手を深く知り、親しくなるためには、相手の母語であるスペイン語が役
に立つということを学んでいる。また日常の中でのスペイン語話者との出
会いから、自分からスペイン語を使って相手との距離を縮めることができ
る経験も不可能ではないことが読み取れる。 
 
５．考察 
 高校時代にスペイン語を第二の外国語として学ぶことにより、学習前に
は単なるカタカナであり、どこか遠い国の言葉であったものが、日常生活
で際立つようになっていく。その結果、スペイン語とスペイン語圏の事柄
をより親しみがあるものとして捉えるようになり、さらに、それまで日本
と英語圏にしか向いていなかった視野が、スペイン語圏にまで広がるよう
になったことを自覚する。そして、対話者の母語を使用することが、より
その人物と親密になるための手段であると考えるようになってきている
ことがわかる。 
 こうしたスペイン語既習者の意識の変化を、「異文化間能力」の芽生え
として捉えたい。大木(2014)は「異文化間能力」を、Beacco & Byram (2007) 
を引用して、「話し手が、自分の文化に帰属しない他の生き方や考え方に
気づき、理解し、解釈し、受容することを可能にする知識、スキル、態度、
行動をまとめたもの」と定義し、言語を使ってコミュニケーションをする
ときに必要な「異文化間コミュニケーション能力」と区別、多様化する社
会に対応するためには、外国語でのやりとりをしないときにも必要となる、
この「異文化間能力」こそが重要である、と主張している。また籔田(2015)
は異文化間能力を、自文化の枠を超えて多様性を受け入れ、共生できる力
「グローバルマインド」として捉え、このグローバルマインドはたとえ外
国語が話せなくても、国際経験がなくても、21 世紀を生きていくために必
要な力であることを示している。 
 さらに「日本にいる私たちは、ヨーロッパと比べれば、言語的および文
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化的に多様な環境には置かれていない。それで、そのような多様性に気づ
く機会も少なく、エスノセントリズム（自文化中心主義）に陥りがちであ
る（大木 2014: 70）」と指摘されるように、日本に暮らし学ぶ者としては、
言語的・文化的多様性をまずは意識的に知ることが重要になる。自分とは
異なる文化や社会、価値観に関心を持ち、異なるものを排除しない寛容な
精神を育むには、多様な生き方・考え方にまず目を向ける必要があるが、
今回の調査対象者のコメントからは、英語以外の外国語の学習が、そうし
た多様性に気がつく一つの機会となっていたことを示唆していると考え
る。高校の限られた授業時間内に、高度なスペイン語の運用力を身につけ
ることは難しいとしても、英語以外の言語に直接触れることにより、それ
まで視野に入ってこなかった言語や文化、そして人々へと視野を広げられ
る。そしてそれは、たとえ全員がスペイン語の学習を続けることにはなら
なくても、日本語、英語、スペイン語の枠を超え、世界のさらなる多様性
を意識するきっかけにもなるだろう。 
 また Deardorff (2006) の「異文化間能力のピラミッドモデル」を参照し
て、高校スペイン語既習者のコメントを考えてみたい。このモデルによれ
ば、望ましい内的な結果(Desired Internal Outcome) として異文化適応力を
身につけたり、さらには望ましい目に見える結果 (Desired External 
Outcome) として適切にふるまいコミュニケーションができるようになる
ためには、まずはそのための基礎が築かれていなければならないとされる。
中でも、文化的多様性の価値を認める、次のような「態度」が、異文化間
能力を支える最も基本的な能力とされていることがわかる。 
 
「異文化間能力のピラミッドモデル」内の「態度」(Deardorff 2006:254) 
 
 
 
 
 
 
 
Requisite Attitudes: 
・Respect (valuing other cultures, cultural diversity) 
・Openness (to intercultural learning and to people from other cultures, 
withholding judgment) 
・Curiosity and discovery (tolerating ambiguity and uncertainty) 
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 本調査の対象者であるスペイン語既習者には、既存の知識としての自文
化、英語圏文化を超えた他者に気づき、その他者に近づくためには、代理
の英語を媒介するのではなく、相手の言語を知ることが大切である、とい
う認識が生まれていた。自分自身が受け入れられるためにも、相手の言語
を尊重し、知ろうとする姿勢が重要であることに気がつき始めている。こ
れは、「異文化間能力のピラミッドモデル」内の「Respect (valuing other 
cultures, cultural diversity)」、つまり、他の文化や文化的多様性を評価して
敬意をはらう「態度」内の要素に該当すると言えるのではないか。高校ス
ペイン語の授業を通して、少なくとも、異文化間能力の基盤となる「態度」
を育むことが可能であることを示す調査結果であったと考える。 
 
６．おわりに 
 スペイン語は世界の広大な地域で話される言語である。今回のインタビ
ューで得られた生徒のコメントにもあったように、スペイン語はスペイン
だけで話されている言葉でもなければ、スペイン国内でも、スペイン語だ
けが話されているわけではない。生徒たちが持つ「日本＝日本語」、つま
り「一つの国に一つの言語」という見方が常識ではないこと、同じ言語が
用いられていても、それぞれの国や地域にそれぞれの特色があること等、
意外性にあふれた気づきをスペイン語の学習は提供できるだろう。 
一方、多様性を理解し受け入れるには、自分の文化のみを絶対視しない
態度も身につける必要があるが、今回の調査では、スペイン語の授業の中
で、自文化を相対化できたとするまでのコメントは少なかった。長谷川の
調査においても、「当該言語を学ぶことで、日本語や日本文化に対する理
解も深まった」という質問には、どちらのグループも肯定的な回答が少な
かった。英語も英語以外の外国語も、「教室においては当該言語と当該言
語圏文化の学習に重点が置かれ、翻って自言語・自文化を顧みる営みはあ
まり行われていないことが推察される。異文化対応能力の養成には自己を
相対的、客観的に観察するよう促すことが重要であり、外国語学習はこの
力を鍛える絶好の機会であるにも関わらず、このような視点が授業にあま
り盛り込まれていない（長谷川 2014: 198）」可能性があると指摘されてい
たが、本調査対象者においても、スペイン語の授業を通して、日本文化や
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日本語への関心を見いだすまでには至っていないといえる。自文化や自言
語をあらためて見つめ直すことも、外国語の学びの中で可能となるはずで
ある。 
前述の通り、大学受験にしばられず、自発的に選択できる高校スペイン
語の授業は、担当教員の裁量でカリキュラムを組むことができる科目とも
言える。今後ますます複雑化する社会において、自分とは異なる背景を持
つ人々と円滑に交流をするための「態度」を育成するためにも、自分の言
語、自分の文化に対する理解も促すような具体的授業改善のアイデアを検
討していきたい。 
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